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研究成果の概要：
「教育」と「治療（心理臨床）」の境界について、精神分析を中心に原理的な研究を行った。

その結果、特に児童生徒の「心」の理解と教育との関係や、道徳性の発達等の問題について、
成果を提出することができた。すなわち、(1)教育モデルと治療モデルとの異同や混交を原理
的に解明すること、(2)教育において心理学のはたす役割とその限界を提示することができた。
さらに(3)精神分析を中心とする心理療法についても、従来は十分に踏まえられていなかった
思想史的観点から、新たな一次資料を発掘し検討するなどの基礎的な知見を付け加えることが
できた。

以上の成果は、各種学会等で発表されるのみならず、一部は大学教育や現職教員向けの講習
等でも広く還元された。特に教員養成の現場に対しては、今後の教員養成の指針となりうる観
点を提出することができた。
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１．研究開始当初の背景

わが国では 1990 年代後半以降、教育問題

に応えるため、いわゆる「臨床の知」の導

入が試みられてきた。なかでも、その中心

を担ったのが、スクール・カウンセリング

制度の整備等からも明らかなように、臨床

心理学であった。

もちろん、こうした試みは学校現場では



一定の成果を上げている。しかし他方では、

教師にも臨床心理学的な知識が求められる

など、「教育」と「心理臨床」との区分が曖

昧になってきているという問題があった。

また、児童生徒や青少年の「心」が焦点化

されることによって、解決すべき社会的・

制度的問題から目が背けられてしまう点も

危惧された。

そこで本研究では、今後のわが国におけ

る「教育」と「心理臨床」との関係に関し

て、ある程度具体的な一つの指針を提示す

ることを、課題とした。

精神分析を中心的に扱う理由は（例え今

日の日本ではさほど主流でないとしても）、

それが歴史的に最も影響力を持った臨床心

理学の一つだからであり、時期を 20 世紀前

半に限定する理由は、この精神分析が滲透

していく時期にこそ、教育と精神分析の関

係のありように関して、最も議論が重ねら

れたからである。この時期の精神分析運動

内外の動向を検討することによって、今日

のわが国の「臨床心理学ブーム」への対応

の処方箋も見いだせると考えられた。

２．研究の目的

本研究では、以上のような教育現実に対

処するために、今後のわが国における「教

育」と「心理臨床」との関係に関して、あ

る程度具体的な一つの指針を提示すること

を、課題とした。

特に、教育と心理臨床(心理療法)との境

界をまず明確にした上で、両者がどのよう

な関係を取り結ぶべきなのか、また、心理

臨床では担えない、教育独自の役割とは何

なのかを検討した。

３．研究の方法

文献による研究を中心としつつ、同時に

現代的課題に即座に答えうるよう、必要に

応じて社会的調査も行った。

(1) 1920 年代から 1940 年代の精神分析学

派を中心に、「教育」と「心理療法(精神分

析)」との関係がどのようなものであったの

かを、思想史的に明らかにした。

(2) 現代における教育と心理臨床との関

係のありようを検討した。

思想的な側面と実際的観点の両者を融合

した原理的研究として、今後のわが国の教

育へ具体的指針を提示することを目的とし

た。

４．研究の成果

「教育」と「治療（心理臨床）」の境界に

ついて、精神分析を中心に原理的な研究を

行った結果、特に児童生徒の「心」の理解

と教育との関係や、道徳性の発達等の問題

について、成果を提出することができた。

すなわち、(1)教育モデルと治療モデルと

の異同や混交を原理的に解明すること、お

よび(2)教育において心理学のはたす役割と

その限界を提示することができた。さらに(3)

精神分析を中心とする心理療法についても、

従来は十分に踏まえられていなかった思想

史的観点から、新たな一次資料を発掘し検

討するなどの基礎的な知見を付け加えるこ

とができた。

わが国では近年、臨床心理学を導入する

ことによって、教育問題を解決しようとし

てきた（「カウンセリング・マインド」を教

師に求め、「心理療法」の専門家である「臨

床心理士」をカウンセラーとして学校に導

入するなど）。

だが、そのことによって、「教育」と「心

理療法」との区分が曖昧になり、かえって

「教育」そのものの意義が見失われるとい

う問題も起きている。

それに比して、欧米諸国のスクール・カ



ウンセリング制度では、「治療」と「教育」

との境界に関して議論を重ねてきており、

わが国でも学ぶべき点が多い。

もちろんこのことは、例えばわが国のス

クール・カウンセリング制度を廃止すべき

だということではない。むしろ例示すれば、

それぞれの役割と原理明確にした上で、協

力体制を形成することが求められるのであ

る。

そのためには、臨床心理学的知見を、無

批判に教育に取り入れるのではなく、「教育」

と「心理臨床」それぞれの原理と、その境

界を明確にすることが必要といえる。

以上の成果は、各種学会等で発表される

のみならず、一部は大学教育や現職教員向

けの講習等でも広く還元された。特に教員

養成の現場に対しては、今後の教員養成の

指針として寄与しうる観点を提出すること

ができた。

詳細は下記の成果をご参照頂きたいが、

図書 2 件（うち共著 1）、雑誌論文 6 件（査

読付き全国学会誌５（うち共著１）、地方研

究会誌１）、学会発表３件（うち共同発表 2）、

その他 2 件と、一定以上の割合でコンスタ

ントに成果を提出することができた。

また、本報告書提出時点、さらに２本の

論文を査読付き全国学会誌に投稿中である。
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